
１）⾼いsiRNA導⼊効率（約96％の導⼊効率）
２）⾼いmRNAノックダウンレベル（80%以上）
３）最適化済のアッセイ評価系（Ready-to-Use）
４）ターゲット遺伝⼦のカスタマイズ（siRNAのプレートウエル底⾯への固相化）
５）低い細胞毒性
６）⾼い実験再現性（同じドナー肝細胞由来の新鮮ヒト肝細胞を利⽤）

In vitro siRNAトランスフェクションアッセイのご紹介
「新鮮ヒト肝細胞 PXB-cells®」＋「固相トランスフェクション法」
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NTCP遺伝⼦発現の抑制
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Ishida Y. et al., AJP. 185, 
1275-1285(2015)より一部改変

CLTC遺伝⼦発現の抑制 各遺伝⼦発現抑制によるHBV感染の影響
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PXB-cells（キメラマウス由来新鮮ヒト肝細胞）と固相トランスフェクション法の組合せにより
以下の実験を可能にします
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